


会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

藤間絢湖　日本舞踊公演 6㈰ 11:00 一般 ￥4000 藤間絢湖
093（245）0098

劇団カッパ座公演「しらゆきひめ」 12㈯ 13:30
　大人 ￥1600
子ども ￥1100

劇団カッパ座 小倉友の会
070（6801）8222

※子どもは3才～小学生　※当日各￥500増
※0～2才座席使用の場合は要子ども料金

熱き心で突っ走れ！ 13㈰
13:30 SS席 ￥7980

　S席 ￥5980
㈱夢グループ
03（5395）5261

18:00 ※対象：3歳以上　※当日各￥2020増

北九州交響楽団　第111回定期演奏会 20㈰ 15:00
一般 ￥1300
　学生 ￥800

北九州交響楽団事務局
ディーキューブギャラリー内

093（533）3456※学生は小学生以上
※当日各￥200増

第52回　北九州芸術祭バレエフェスティバル 27㈰ 14:00 一般 ￥2000 北九州バレエ協会事務局
093（882）7598【大野】

北九州市小倉少年少女合唱団　第47回定期演奏会 29㈫㈷ 15:00 一般 ￥1000
北九州市小倉少年少女合唱団

093（962）3126
【神理幼稚園　髙山】

中
劇
場

Dance Studio PUMP 発表会 vol. 2 6㈰ 13:30 一般 ￥1000 Dance Studio PUMP
080（5288）684617:00

音楽劇　悪名　The Badboys Return !

11㈮ 18:00
S席 ￥8500
A席 ￥6300
B席 ￥3800

CARAVAN
092（732）885812㈯ 13:30

18:00
13㈰ 13:30

再興第98回院展〈美術講演会〉「院展の作品について」
【講師】松尾敏男氏（日本美術院同人 理事長） 21㈪ 11:00 無　料 北九州市立美術館分館

093（562）3215

第６回　建林悠子バレエスタジオ発表会 29㈫㈷ 15:00 一般 ￥2500 建林悠子バレエスタジオ
090（2855）9631※当日￥500増

小
劇
場

柳亭燕路　落語 11㈮ 19:00
一般 ￥2000 北九州子ども劇場小倉南ブロック

093（961）9176※対象：中学生以上
※当日￥500増

スプリングコンサート 13㈰ 14:00 無　料 すがかなピアノ教室
090（5291）1013

REAL（リアル） 19㈯ 16:00 一般 ￥2500 リアル・ロック・プロジェクト
090（7397）6635【村口】

風かおる　ヌーベル・エトワール北九州　シャンソン発表会 20㈰ 15:00 一般 ￥2000
風かおる シャンソン教室
ヌーベル・エトワール
090（5266）4823【島】

アルゼチンタンゴ トリオ・ロス・ファンダンゴス　タンゴの節句2014 26㈯ 14:00 一般 ￥3500 TLFライブいんふぉ
093（561）831418:30 ※当日￥500増

■北九州芸術劇場改修工事のお知らせ
　北九州芸術劇場は平成26年度中に大規模な改修工事を予定しております。（予定工事期間： 平成26年12月1日から平成27年1月31日）　〈北九州芸術劇場 施設利用係 TEＬ093（562）8436〉

4 月

※3月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

北九州芸術劇場 「西小倉駅」徒歩3分　 「室町・リバーウォーク」徒歩1分　□休年末年始
□所小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州6Ｆ　□℡093（562）2655　□時公演によって異なります

□所小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州5F　□℡093（562）2520

小倉
北

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ウィッチ＆くるっとコール  演奏会2014
女声合唱組曲｢今日もひとつ｣　近代日本名歌抄　Song'sより武満徹の世界 6㈰ 14:00 ￥1000 ウィッチ＆くるっとコール

093（612）1296【宮﨑】※小学生以下無料

第39回北九州新人演奏会
二村裕美、寺田康祐、河裾あずさ、佐藤まり子、冨田千晴 13㈰ 14:00 ￥1000 北九州音楽協会

093（881）0255【山廣】
北九州メモリアル女声合唱団　～第14回定期演奏会～
ミュージカル｢レ･ミゼラブル｣アルバム　歌い続けたい日本の名曲集｢落葉松｣ 26㈯ 14:00 ￥1000 北九州メモリアル女声合唱団

093（371）3742【持橋】※対象：小学生以上

北九州交響吹奏楽団　第53回定期演奏会
ギリングハム:ウィズ･ハート･アンド･ヴォイス　シベリウス:カレリア組曲 27㈰ 15:00

一般 ￥800 北九州交響吹奏楽団
090（3416）4181【杉名】※当日￥200増

※高校生以下無料

北九州市立響ホール 「八幡駅」徒歩15分　 「八幡駅入口第一」徒歩10分　 「国際村交流センター」徒歩3分　□休年末年始　□Ｐ 240台（有料）
□所八幡東区平野1-1-1　□℡093（662）4010八幡

東

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

グループYわい水彩画展　絵画 2㈬～8㈫
※10:00～18:00

無　料 グループYわい水彩画会
093（451）4189

第２回　つくしの会　花結び　手芸 9㈬～15㈫ 無　料 つくしの会
093（931）8832

北九州写真協会展　写真 16㈬～22㈫ 無　料 北九州写真協会
093（371）4688

2014　モ―ヴ展　絵画 23㈬～29㈫㈷ 無　料 モ―ヴ展
090（5921）8181

二元会九州支部作品展　絵画 4/30㈬～5/6㈫㈷ 無　料 二元会　九州支部
093（621）0105

フォトクラブ・ブリッヂ写真展　写真 4/30㈬～5/6㈫㈷ 無　料 フォトクラブ・ブリッヂ
093（951）4239

北九州芸術劇場

市民ギャラリー □時10:00～19:00※催し初日は準備が終わり次第開場、最終日は17:00まで
「小倉駅」徒歩10分　 「西小倉駅」徒歩3分　□休年末年始

小倉
北
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4 月

※3月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

旧大連航路上屋 「門司港駅」徒歩5分
□所門司区西海岸1-3-５　□℡093（322）5020　□時9:00～17:00門司

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

マンスリージャズ
出演バンド：H202 13㈰ 14:00

無　料 旧大連航路上屋
093（322）5020

※対象：2歳以上
※都合により中止になることがあります。

到津の森公園 「到津の森公園前」徒歩1分　□休なし
□所小倉北区上到津4-1-8　□℡093（651）1895　□時9:00～17:00小倉

北

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

よしざわようこ 油彩画と版画展　「どうぶつ ぶつぶつ はなしてる」
自然に生きる動物たちのユーモラスな表情やけなげさ、やさしさを表現 4/6㈰～6/15㈰ 無　料 到津の森公園

093（651）1895※入園料が必要

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ（トニック・オブノーツ）　障 5㈯ 18:30
門司港レトロ展望室入館料金必要

大人 ￥300
小人 ￥150

B&A門司港
093（321）4151

※対象：2歳以上

門司港レトロ展望室 「門司港駅」徒歩5分　□休なし
□所門司区東港町1-32　□℡093（331）3103　□時10：00～22：00（カフェは20：30まで）入館は閉館30分前まで門司

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

２
Ｆ 『みちべの彩』 3㈭～8㈫

無　料

門司港レトロ
総合インフォメーション
093（321）4151

※対象：2歳以上
※3㈭は13:00から、最終日は
　16:00まで

１
Ｆ
／
２
Ｆ

鶴舞いもどる『片岡鶴太郎展』 4/19㈯～5/18㈰
　　大人 ￥700
小中学生 ￥300

※対象：3歳以上

旧門司税関 「門司港駅」徒歩３分　□休なし　
□所門司区東港町1-24　□℡093（321）6111　□時9:00～17:00門司

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

筑前琵琶「平家物語」演奏会 6㈰
11:00 無　料 関門海峡ミュージアム

（海峡ドラマシップ）
093（331）670013:00 ※対象：2歳以上

関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） 「門司港駅」徒歩5分　□休年５回
□所門司区西海岸1-3-3　□℡093（331）6700　□時9:00～17:00門司

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

書の美－平安古筆から光悦まで
力強い漢字から流麗な仮名など、様々な形式の日本の書約50点を展示。　障 4/4㈮～6/1㈰

　    一般 ￥600
高・大学生 ￥400 出光美術館（門司）

093（332）0251
※中学生以下無料（保護者同伴）

出光美術館（門司） 「門司港駅」徒歩８分　 「門司IC」約10分　□休月曜日、展示替期間、年末年始
□所門司区東港町2-3　□℡093（332）0251　□時10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）

門司

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

篠崎ヴァイオリンスクール50周年記念
篠崎ヴァイオリンスクール 九州交響楽団 合同演奏会
ついに実現する篠崎門下と九州交響楽団のコラボ!!

5㈯ 16:00
一般 ￥3000
学生 ￥1500 篠崎ヴァイオリンスクール

093（921）0459※対象：4歳以上
※当日各￥500増　※全席自由

グランディーバ　バレエ団　ジャパンツアー2014
NY発　男だけのバレエ団「グランディーバ」再来日!! 12㈯ 17:00 ￥8000 CARAVAN

092（732）8858※対象：小学生以上　※全席指定

北島ファミリー・コレクション　HKOコンサート
出演：原田悠里、北山たけし、大江裕 15㈫ 13:00 S席 ￥6000 ソワード㈱

0956（22）2036
北九州市民文化大学　文化講演会
講師：演出家　宮本 亜門氏 19㈯ 13:30 関係者

（随時募集）
北九州市民文化大学
093（522）5008

北九州フィルハーモニック吹奏楽団 第25回定期演奏会 27㈰ 15:00
￥500 北九州フィルハーモニック吹奏楽団

090（4589）7851【嶋津】※当日￥200増
※小学生以下無料　※全席自由

アルモニーサンク 北九州ソレイユホール
（旧九州厚生年金会館）

「小倉駅」徒歩30分　 「西小倉駅」徒歩15分　 「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
□休年末年始・毎月1回（不定休）　□Ｐ 80台（有料）

□所北九州市小倉北区大手町12-3　□℡093（592）5405　□時公演によって異なります小倉
北

障 障害者手帳減免があります

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
大
ホ
ー
ル

前田カラオケ教室発表会
カラオケ発表会 20㈰ 9:30 無　料 前田カラオケ教室

門司市民会館 「門司港駅」徒歩13分　 「関門トンネル車道口」徒歩2分　 「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　□休年末年始
□所門司区老松町3-2　□℡093（321）2907　□時9:00～22:00

門司

北九州市漫画ミュージアム 「小倉駅」徒歩2分　□休火曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始、館内整理日
□所小倉北区浅野2-14-5（あるあるCity5F6F）　□℡093（512）5077　□時11:00～19:00（入館は閉館の30分前まで）小倉

北

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

画業40周年記念　追悼企画展
「畑中純展　小倉に帰ってきたどぉ～っ！」
小倉出身のマンガ家・畑中純の多彩な側面にふれる本格的な回顧展　障

4/26㈯～6/22㈰

　一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100

北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077

※常設展とのセット券　一般 ￥600、中高生 ￥300、小学生 ￥150
※小学生未満無料

14



4 月
□所小倉北区城内1-2　□℡093（582）2747　□時9:00～18:00（4月～10月）入館は閉館の30分前まで

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示
室

平野遼の余技展　―画家の茶室―
北九州市ゆかりの画家・平野遼が描いた屏風や掛軸等約80点展示。　障 ～13㈰ 9:00

　一般￥300
中高生￥150
小学生￥100

北九州市立小倉城庭園
093（582）2747

武家の装束　－姫君たちの装い－
江戸時代の武家の婚礼装束等、約20点展示。　障

4/19㈯～
6/25㈬ 9:00

　一般￥300
中高生￥150
小学生￥100

ギャラリートーク
「武家の装束」の展示解説です。　障 19㈯ 13:00

　一般￥300
中高生￥150
小学生￥100

※対象：小学生以上

北九州市小倉城庭園 「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　□休なし
小倉
北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ス
タ
ジ
オ

子ども映画会
「ちびねこコビとおともだち」　ドナルドダック「ドナルドの磁石騒動」ほか 13㈰ 14:00 無　料

北九州市立視聴覚センター
093（561）3131

※先着50名

週末映画会　洋画「幌馬車」（アメリカ） 19㈯ 14:00 無　料
※先着50名

クラシック・レコードコンサート
シューマン作曲「交響曲第１番　春」ほか。楽曲解説あり。 20㈰ 14:00 無　料

※先着50名

週末映画会　邦画「燃える上海～男装の麗人　川島芳子」 26㈯ 14:00 無　料
※先着50名

北九州市立視聴覚センター 「西小倉駅」徒歩10分　 「勝山公園」徒歩1分、「北九州市役所」徒歩5分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）
□所小倉北区城内4-1　□℡093（561）3131　□時9:30～18:00小倉

北

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

企
画

展
示
室

北九州市制50周年・開館15周年記念特別企画展
「北九州市と松本清張」　　　　　　　　　　　　　障 1/18㈯～5/6㈫㈷

常設展示観覧料に含む
　大人 ￥500
中高生 ￥300
小学生 ￥200

松本清張記念館
093（582）2761

北九州市立松本清張記念館 「西小倉駅」徒歩5分　 「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　□休年末年始
□所小倉北区城内2-3　□℡093（582）2761　□時9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）小倉

北

※3月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

大
画
廊

御木幽石の世界　原画作品展 2㈬～8㈫ 無　料

小倉井筒屋 大画廊
093（522）2521

彩密和紙絵の世界　八木天水　桜花富士山展 9㈬～15㈫ 無　料

光・風・空・大地の記憶　藤井祐二　油彩画展 16㈬～22㈫ 無　料

動物を描く、自然と語らう　佐藤潤　鳥獣絵画展 23㈬～29㈫㈷ 無　料

岡千秋　絵画展 4/30㈬～5/6㈫㈷ 無　料

小
画
廊

木下栄司　作陶展 2㈬～8㈫ 無　料

小倉井筒屋 小画廊
093（522）2521バルセロナの美の天才　ジョアン・ミロ版画展 9㈬～15㈫ 無　料

～現代白薩摩～　第3回　江月窯新妻守　作陶展 16㈬～22㈫ 無　料

小倉井筒屋 「小倉駅」徒歩7分　□休不定休
□所小倉北区船場町1-1　□℡093（522）3111㈹　□時10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場小倉

北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ホ
ー
ル

島村楽器 北九州地区音楽教室 合同発表会 6㈰ 11:00 無　料 島村楽器㈱
0949（29）2555

日本舞踊 裕志朗の会
日本舞踊の発表会 19㈯ 13:00 無　料 日本舞踊　裕志朗の会

090（7393）9257

北九州市立男女共同参画センター・ムーブ 「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分　□休所内整理日（毎月最終木曜日及び年4回の第2木曜日）、年末年始　□Ｐ有料
□所小倉北区大手町11-4　□℡093（583）3939　□時9:30～21:30　 「西小倉駅」徒歩15分小倉

北

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

再興第98回　院展　障 4/21㈪～5/18㈰
　一般 ￥800
高大生 ￥500
小中生 ￥300

北九州市立美術館分館
093（562）3215

北九州市立美術館分館 「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　 「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　□休年末年始
□所小倉北区室町1-1-1リバーウォーク北九州5Ｆ　□℡093（562）3215　□時10:00～18:00（入館は閉館30分前まで）小倉

北

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

北九州のディテール展
著名な建築家による北九州市の近現代建築のディテールを捉えたモノクロ写真と解説 4/5㈯～5/25㈰ 無　料 NPO法人創を考える会・北九州

093（562）9300【吉武】※文学館常設展は有料

北九州市立文学館 「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　 「北九州市役所前」徒歩2分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始
□所小倉北区城内4-1　□℡093(571)1505　□時9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）小倉

北
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4 月

※3月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

小
画
廊

天才女流書家　金澤翔子の魂展 23㈬～29㈫㈷ 無　料 小倉井筒屋 小画廊
093（522）2521津端泰展　スペインの風 4/30㈬～5/6㈫㈷ 無　料

小倉井筒屋 「小倉駅」徒歩7分　□休不定休
□所小倉北区船場町1-1　□℡093（522）3111㈹　□時10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場小倉

北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
多
目
的
ホ
ー
ル

水曜コンサート「シャンソンとピアノの奏べ」
歌：酒井 京子　ピアノ：湯田 美津子

2㈬ 14:00 無　料
水環境館

093（551）3011水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」
バイオリン：加来 洋子　ピアノ：湯田 美津子

16㈬ 14:00 無　料

水環境館 「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　 「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　□休年末年始
□所小倉北区船場町1-2　□℡093（551）3011　□時10:00～19:00小倉

北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

第37回毎日吟士権大会北九州予選 6㈰ 9:30 無　料 毎日新聞社
093（541）3237【城井】13㈰

藤永会北九州地区大会 20㈰ 10:30 無　料 藤永流藤永会
093（961）4722【松岡】

民謡・民舞・歌謡のつどい 27㈰ 9:30 無　料 小倉南民謡協会
093（963）1011【大楠】

展　

示

コ
ー
ナ
ー

小倉南美術協会写真部会員・会友展 11㈮～
20㈰

9:00～
17:00

無　料 小倉南美術協会写真部
093（471）3093

※11㈮は12:00から、20㈰は15:00まで

小倉南生涯学習センター 「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分　 （モノレール）「北方駅」徒歩12分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始
□所小倉南区若園5-1-5　□℡093（931）1286　□時9:00～22:00　小倉

南

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

スタディーコンサート
ピアノ発表会 20㈰ 13:00 無　料 若松レスナー協会

093（771）4347

若松少年少女合唱団 第39回定期演奏会 29㈫㈷ 15:00 無　料 若松少年少女合唱団
093（761）1094

若松市民会館 「若松駅」徒歩1分　 「大橋通り]「若松駅」「若松市民会館前」徒歩2分　□休年末年始　□Ｐ 110台
□所若松区本町3-13-1　□℡093（771）8131　□時9:00～22:00若松

障 障害者手帳減免があります

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

春の特別展「まるごと猫展」
はく製などの生物学的なものや浮世絵、招き猫などの文化的な品々を展示 ～6/1㈰ 9:00

　大人 ￥700
高大生 ￥400
小中生 ￥300

いのちのたび博物館
093（681）1011

※常設展は別途料金が必要
※常設展とのセット券・前売券あり

動物写真家・岩合光昭氏の写真展「ねこ歩き」
前期：３/15～４/25日本のねこ、後期：４/26～６/１世界のねこ　　　　　　障 ～6/1㈰ 9:00 ※要常設展観覧料

春の特別展関連イベント「ねこマニアトーク」
出展された方々のコレクションについてのお話 5㈯ 13:30 ※要特別展入場料

ジオツアー「ジオの恵み：合馬の竹と紫川を楽しむバスツアー」
紫川を下りながらジオの恵み「合馬の竹」について楽しく学ぶ 5㈯ 9:00

　大人 ￥2000
小中生 ￥1000

※対象：小学生以上　※要申込

歴史講演会「百済の遺跡の現状と課題」
講師：韓神大学教授　李 南珪氏 19㈯ 13:30 資料代 ￥700

※対象：小学生以上

動物写真家・岩合光昭氏ギャラリートーク＆サイン会
撮影秘話を大公開 20㈰

11:00 ※要特別展入場料
※先着順で整理券配布
※サイン会は当日写真集を
　購入した方のみ14:00

近世文書読み方応用講座
江戸時代の古文書を実際に読みながら地域の歴史について学ぶ実践的な講座

4/23㈬～
2/25㈬ 13:30

資料代 ￥500
※ある程度、くずし字が解読
　できる方
※おおむね毎月第４水曜日（全10回）

歴史探訪講座「北九州の城跡を歩く～長野城跡～」
市内を代表する戦国時代の山城、長野城跡に登って当時の遺跡を見学 26㈯ 10：00 保険料 ￥50

※対象：小学生以上

都市林のモニタリング型植物観察会～春の部
美術の森公園の春の植物を観察し、５年前の観察結果と比較する 27㈰ 10：00 保険料 ￥50

※対象：小学生以上

にゃんにゃんファミリーコンサート
福岡ハイドン弦楽四重奏団によるコンサート 27㈰ 14:00 ※要特別展入場料

北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館）
□休年末年始、6/30～7/6　□Ｐ大型30台、普通300台（有料）
「スペースワールド駅」徒歩5分　 「いのちのたび博物館」徒歩1分　
□所八幡東区東田2-4-1　□℡093（681）1011　□時9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）

八幡
東

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
企
画
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー

春企画展「未来へ夢をつむぐ～せんいのチカラ」展
せんいの化学について、実験機器をまじえ、わかりやすく楽しく学べる体験型の展示　障 3/21㈮㈷～6/29㈰ 　　　一般 ￥500

小～高校生 ￥250
北九州イノベーションギャラリー

093(663)5411

北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター ) 「スペースワールド駅」徒歩5分　 「いのちのたび博物館」徒歩3分　
□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　□Ｐ大型30台、普通300台（有料）

□所八幡東区東田2-2-11　□℡093（663)5411　□時平日9:00～19:00、土日祝日17:00まで（入館は閉館30分前まで）
八幡
東

12



※3月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

4 月

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

会
議
室

サイエンスショー　「化学変化で色変わり」 6㈰ 14:30～
15:20 無　料

児童文化科学館
093（671）4566

工
作
室

折り紙ヒコーキの科学と作り方教室
紙飛行機が飛ぶ原理を知り紙飛行機名人を目指します。講師：宮崎航二さん 13㈰ 10:00～

12:00

無　料
※対象：小学生以上
※小学3年生以下は保護者同伴
※定員30名、3/22㈯電話受付開始

サイエンスカフェ
科学について語り合い、実験や工作をします。講師：元千葉大学グランドフェロー 夏目先生 19㈯ 13:30～

15:20

¥100
※対象：小学生以上
※小学3年生以下は保護者同伴
※定員20名、3/22㈯電話受付開始

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

屋
上

星の観望の夕べ
プラネタリウム観覧後、春の星空を望遠鏡で観察します。　　　　　　　障 19㈯ 19:00～

20:30

大人 ￥100
中高生 ￥70　小学生 ￥50
※中学生以下は保護者同伴
※先着150名、4/5㈯電話受付開始

大
集

会
室

春の子ども文化劇場
子ども向けのうたあそびや紙芝居などを行います。出演：八幡児童文化会 20㈰ 14:30～

15:20 無　料

北九州市立児童文化科学館 「市立児童文化科学館前」徒歩5分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始
□所八幡東区桃園3-1-5　□℡093（671）4566　□時9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）八幡

東

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

美
術
展
示
室

第53回 北九州水彩展 （公募）
水彩画　約130点

5㈯～
12㈯

10:00～
16:30

無　料 日本水彩画会 北九州支部
北九州水彩画会

0930（23）6808【有益】※12㈯は15:00まで

南北墨画会 水墨画展
水墨画　約150点

17㈭～
21㈪

10:00～
17:00

無　料 南北墨画会
093（871）0220

※17㈭は12:00から、21㈪は15:00まで

八幡市民会館 「八幡駅」徒歩7分　 「八幡駅入口第一」徒歩5分　□休年末年始　□Ｐ 110台
□所八幡東区尾倉2-6-5　□℡093（671）6061　□時9:00～22:00八幡

東

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ギ
ャ
ラ
リ
ー

染と織　小森草木染展 1㈫～6㈰ 無　料

093（643）5268

遊・仁　作品展　～愛と郷愁のたずね人～ 8㈫～13㈰ 無　料

フィンランド　ポッパナ織 15㈫～20㈰ 無　料

布工房　ＨＡＮＡゆうき作品展 22㈫～27㈰ 無　料

春のこっとう展 4/29㈫㈷～
5/4㈰㈷ 無　料

黒崎井筒屋 「黒崎駅」徒歩7分　□休不定休
□所八幡西区黒崎1-1-1　□℡093（643）5111㈹　□時10:00～19:00※各最終日は17:00に閉場八幡

西

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

第52回北九州芸術祭　クラシックコンサート 5㈯ 13:00
￥1000 北九州音楽文化連盟

093（601）14076㈰ 10:00

劇団カッパ座公演「しらゆきひめ」 13㈰ 13:30
　大人 ￥1600
子ども ￥1100 劇団カッパ座 黒崎友の会

093（631）2331【梶本】
※当日各￥500増

第52回北九州芸術祭　第40回剣詩舞邦楽大会 20㈰ 12:00 無　料 北九州剣詩舞邦楽協会
093（791）6575【中司】

中
ホ
ー
ル

カンテリーナ・リベルタ発表会 5㈯ 14:00 無　料 カンテリーナ・リベルタ
093（202）7368【安高】

ポプラの会ピアノ発表会 6㈰ 12:30 無　料 ポプラの会
093（645）4237【小野】

徳久ヴァイオリンスクールおさらい会 13㈰ 14:00 無　料 徳久ヴァイオリンスクール
093（641）3830

子どもと舞台芸術の出会いをもとめて講座 劇団仲間「空の村号」九州公演 16㈬ 10:40 関係者のみ 北九州子ども劇場
093（884）3834

フェリーチェ歌の発表会 19㈯ 14:30 無　料 フェリーチェ
093（611）4155【江崎】

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）

「黒崎駅」徒歩5分　 （筑豊電鉄）「黒崎駅」徒歩8分　 「熊手四ツ角」徒歩1分
北九州都市高速「黒崎IC」5分　□休年末年始

□所八幡西区岸の浦2-1-1　□℡093（621）4566　□時9:00～22:00八幡
西

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
こ
や
の
せ
座

ROPフェス 27㈰ 13:30 ￥500 長谷川　清一郎
090（6770）0123

□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始
（筑豊電鉄）「木屋瀬駅」徒歩5分　 九州自動車道「八幡IC」、北九州都市高速「馬場山」約10分
□所八幡西区木屋瀬3-16-26　□℡093（619）1149　□時9:00～17:30　 「筑前植木駅」徒歩15分

北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館八幡
西
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4 月

※3月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

中
ホ
ー
ル

シャンソン発表会 24㈭ 14:00 無　料 シャントゥーズ
093（617）3320【江藤】

オペラ「コジ・ファン・トゥッテ」 27㈰ 14:00 ￥2500
オペラ「コジ・ファン・トゥッテ」

実行委員会
090（5735）7737【室北】

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）

「黒崎駅」徒歩5分　 （筑豊電鉄）「黒崎駅」徒歩8分　 「熊手四ツ角」徒歩1分
北九州都市高速「黒崎IC」5分　□休年末年始

□所八幡西区岸の浦2-1-1　□℡093（621）4566　□時9:00～22:00八幡
西

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

黒
崎
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

展
示
室
１

第43回　玄友会書作展
書 3㈭～7㈪ 無　料 玄友会

093（881）8640【篠原】

現代墨画アート祭 12㈯～20㈰ 無　料 赤木　亜衣
093（791）3986

第10回　クラブN水彩画作品展
洋画 約80点 21㈪～27㈰ 無　料 クラブN

093（531）7214【尾本】

黒
崎
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

展
示
室
２

絵画クラブ「きらく会」　第15回　作品展
洋画 約50点 3/31㈪～4/6㈰ 無　料 絵画クラブ「きらく会」

093（651）3987【土橋】
表装クラブ　春の作品展
表装 10㈭～13㈰ 無　料 北九州表装クラブ

093（641）8603【倉本】
自然染めとシルクの服展
工芸 14㈪～19㈯ 無　料 アトリエサラサ

092（953）6395【星野】
星野木綿　水彩画教室作品展
洋画 約90点 20㈰～27㈰ 無　料 星野木綿　水彩画教室

090（2962）2611【星野】

北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー 「黒崎駅」徒歩1分　□休年末年始
□所八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　□℡093（644）5206　□時9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）八幡

西

障 障害者手帳減免があります

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
示
室

コレクション展Ⅳ　－特集　加納光於と中西夏之－
加納光於の版画や油彩画、オブジェを58点、中西夏之の油彩画３点を展示　障 1/25㈯～4/13㈰

　一般 ￥150
高大生 ￥100
　小中生 ￥50 北九州市立美術館

093（882）7777企
画
展
示
室

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

北九州芸術祭総合美術展
1日～6日：書道/8日～13日：日本画・染織・彫刻/15日～20日：写真・陶芸・表装/22日～27日：洋画　障 1㈫～27㈰ 無　料

北九州市立美術館本館 「美術館口」徒歩10分、「七条」「美術館口」より無料シャトルバス運行　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　□Ｐ 180台
□所戸畑区西鞘ヶ谷町21-1　□℡093（882）7777　□時9:30～17:30（入館は閉館30分前まで）戸畑

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

第52回　北九州芸術祭　筝・三絃・尺八演奏会 6㈰ 11:00 一般 ￥1000 北九州三曲協会
093（651）8579【塚本】

劇団カッパ座「しらゆきひめ」
「しらゆきひめ」等身大ぬいぐるみ人形劇 11㈮ 18:30

　大人 ￥1600
子ども ￥1100 劇団カッパ座 北九州カッパ友の会

0120（493）393【渡辺】
※当日各￥500増

北九州芸術祭　邦舞の会 20㈰ 11:00 一般 ￥2000 北九州邦友会
093（961）0223【秋武】

めぐみバレエアート 21周年記念発表会
昼の部「コッペリア」第３幕～、夜の部「ラ・バヤデール」第２幕～ 27㈰

昼の部
13：00
夜の部
16：30

無　料 めぐみバレエアート
093（551）6780【空閑】

※要入場整理券

中
ホ
ー
ル

音楽発表会 4㈮ 13:30
予定 無　料 戸畑ミュージックセンター

093（231）0455【上森】

トリオ・クバンツ演奏会　vol.３
J.S.バッハ：ソナタ ト短調、J.フランセ：宮廷の音楽 ほか 11㈮ 19:00 　　　一般 ￥3000

高校生以下 ￥2000
トリオ・クバンツ

070（5277）3669【吉富】

木村りえ・木村りさ　ピアノコンサート
ピアノソナタ 11番イ長調、華麗なる大ポロネーズ 変ホ長調　ほか 12㈯ 14:30 一般 ￥2000 北九州シロアム会

093（882）1067【綾塚】

スプリングコンサート　～つぼみ会　ピアノおさらい会～ 13㈰ 14:00 無　料 つぼみ会
093（612）3339【吉田】

フラメンコ教室 グラシア・フラメンカ発表会 20㈰ 16：30 一般 ￥1000
フラメンコ教室

グラシア・フラメンカ
090（9406）5696【占部】

カラオケ広場おしゃれ　発表会 27㈰ 9:30 無　料 カラオケ広場　おしゃれ
093（616）6411【上野】

THE CONCERT OF LITTLE PIANISTS-20 29㈫㈷ 12:20 無　料 うめざきあきピアノ教室
093（962）2135【梅﨑】

戸畑市民会館（ウェルとばた内） 「戸畑駅」徒歩1分　 「戸畑駅」徒歩1分　□休年末年始
□所戸畑区汐井町1-6　□℡093（871）7200　□時9:00～22:00戸畑
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■
中
国
国
家
京
劇
院
「
梅メ

イ
ラ
ン
フ
ァ
ン

蘭
芳
」
芸

術
特
選
〜
日
本
語
字
幕
付
〜

５
月
10
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
開

場
、
同
２
時
開
演
。
午
後
６
時
30
分

開
場
、
同
７
時
開
演
。
ア
ル
モ
ニ
ー

サ
ン
ク
北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル

（
小
倉
北
区
大
手
町
）。
今
年
は
、
世

界
的
に
有
名
な
京
劇
俳
優
の
梅
蘭
芳

の
生
誕
１
２
０
周
年
。
本
公
演
で
は
、

「
覇は
お
う
べ
っ

王
別
姫き

」
と
「
鳳ほ

う
か
ん還

巣そ
う

」
を
上

演
。
出
演
は
、
李り

勝し
ょ
う
そ素

、
江こ

う

其き

虎こ

、

于う

魁か
い

智ち

、
劉

り
ゅ
う

魁か
い

魁か
い

、
王お

う

芳ほ
う

、
石い

し

山や
ま

雄ゆ
う

太た

他
。
全
席
指
定
。
入
場
料
、
Ａ
席

６
７
０
０
円
、
Ｂ
席
５
７
０
０
円
。

Ｍ
Ｉ
Ｎ-

Ｏ
Ｎ
北
九
州

０
９
３
（
８
８
４
）
１
８
３
３

■
第
82
回
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
受

賞
記
念
演
奏
会
in
北
九
州

５
月
18
日
（
日
）
午
後
２
時
開
場
、

同
３
時
開
演
、
北
九
州
市
立
響
ホ
ー

ル
（
八
幡
東
区
平
野
）。
出
演
は
ピ

ア
ノ
石
井
楓
子
、
バ
イ
オ
リ
ン
大
江

馨
、
フ
ル
ー
ト
松
木
さ
や
、
ソ
プ
ラ

ノ
竹
多
倫
子
。
シ
ョ
パ
ン
「
バ
ラ
ー

ド
第
１
番
　
ト
短
調
」、
プ
ッ
チ
ー

ニ
「
歌
劇
《
ト
ス
カ
》
よ
り
『
歌
に

生
き
、
愛
に
生
き
』」
ほ
か
。
全
席

自
由
。
入
場
料
、
一
般
２
０
０
０

円
、
Ｕ-
25
１
０
０
０
円
（
当
日
各

５
０
０
円
増
）。

（
公
財
）
北
九
州
市
芸
術
文
化
振
興

財
団
音
楽
事
業
課

０
９
３
（
６
６
３
）
６
６
６
１

■
小
山
実
稚
恵「
音
の
旅
」

５
月
25
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
開

場
、
同
２
時
開
演
。
北
九
州
市
立
響

ホ
ー
ル
（
八
幡
東
区
平
野
）。
ド

ビ
ュ
ッ
シ
ー
「
マ
ズ
ル
カ
」、
シ
ョ
パ

ン
「
ワ
ル
ツ
第
７
番
　
嬰え
い

ハ
短
調
」、

リ
ス
ト
「
四
つ
の
忘
れ
ら
れ
た
ワ
ル

ツ
よ
り
　
第
１
番
」
な
ど
。

全
席
指
定
。
入
場
料
、
Ｓ
席
４
０
０

０
円
、
Ａ
席
３
０
０
０
円
（
当
日
各

５
０
０
円
増
）。
未
就
学
児
入
場
不

可
。
４
月
５
日
（
土
）
に
は
プ
レ

ト
ー
ク
を
予
定
、
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

音お
ん

風ぷ

の
会

０
８
０
（
３
９
７
２
）
３
７
８
９

■
市
民
向
け
考
古
学
講
座

５
月
〜
翌
３
月
迄
の
奇
数
月
第
４
木

曜
日
（
全
６
回
）。
午
後
１
時
30
分

〜
同
３
時
30
分
。（
公
財
）
北
九
州

市
芸
術
文
化
振
興
財
団
　
埋
蔵
文
化

財
調
査
室
（
小
倉
北
区
金
田
）。

テ
ー
マ
を
〝
奥
深
い
北
九
州
の
歴
史

を
考
古
学
の
力
で
ひ
も
と
く
〞
と
し

て
広
く
市
民
に
参
加
を
呼
び
か
け

る
。
参
加
費
、
１
回
５
０
０
円
（
選

択
コ
ー
ス
）、
６
回
２
０
０
０
円

（
通
年
コ
ー
ス
）。
申
込
は
往
復
は
が

き
で
。
応
募
多
数
の
場
合
は
先
着

順
。
４
月
14
日
必
着
。
選
択
コ
ー
ス

又
は
全
６
回
通
年
コ
ー
ス
を
明
記
。

〒
８
０
３-

０
８
１
６
北
九
州
市
小

倉
北
区
金
田
１
の
１
の
３
　
埋
蔵
文

化
財
調
査
室
「
市
民
向
け
考
古
学
講

座
」
係
。

０
９
３
（
５
８
２
）
０
９
４
１

■
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ノ
ー
ト

５
月
17
日
（
土
）
午
後
６
時
開
場
、

同
６
時
30
分
開
演
。
同
18
日
（
日
）

午
後
１
時
開
場
、
同
１
時
30
分
開

演
。
北
九
州
芸
術
劇
場
中
劇
場
（
小

倉
北
区
室
町
／
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
北

九
州
６
Ｆ
）。
古
稀
を
過
ぎ
た
人
た

　
情
報
コ
ー
ナ
ー

城野遺跡にて説明を受ける参加者

『エンディング・ノート』
チラシ

毎日新聞社提供©H.Shimizu

ち
が
「
シ
ニ
ア
の
旅
」
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
人
生
を
背
負
っ
て
参
加
す
る
。

し
か
し
、
こ
の
ツ
ア
ー
に
は
大
き
な

罠
が
仕
掛
け
ら
れ
て
い
た
。
次
々
に

襲
い
か
か
る
事
件
に
翻
弄
さ
れ
な
が

ら
、
生
き
る
意
味
を
問
う
。
彼
ら
が

書
い
た
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ノ
ー

ト
」
は
い
か
に
？
　
全
席
自
由
。
入

場
料
、
一
般
３
０
０
０
円
、
学
生

（
大
学
生
以
下
）
２
０
０
０
円
（
当

日
各
５
０
０
円
増
）。

劇
団
青
春
座

０
９
３
（
９
２
２
）
４
９
９
５

8

ヴ
ィ
ル
サ
ラ
ー
ゼ
さ
ん
の
満
足
げ
な

微
笑
み
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。「
作

品
を
信
じ
、
誠
実
に
向
き
合
う
こ
と

こ
そ
が
、
演
奏
家
の
人
生
を
豊
か
で

幸
福
に
導
く
」
と
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
の
言
葉
で
す
が
、
私
は
そ
れ
に
加

え
て
「
彼
女
自
身
の
演
奏
」。
そ
れ

が
あ
れ
ば
、
私
は
前
を
向
い
て
進
め

る
の
で
す
。

　
夏
の
霧
島
国
際
音
楽
祭
に
は
講
師

と
し
て
初
登
場
。
そ
の
間
、
７
月
26

日
、
８
月
３
日
は
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ

り
ま
す
。
何
が
あ
っ
て
も
、
聴
き
に

行
き
ま
す
。

ん
。
当
日
の
お
客
様
の
集
中
も
す
ご

か
っ
た
。
目
の
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ

る
こ
の
凄
ま
じ
い
演
奏
を
、
一
瞬
た

り
と
も
見
逃
す
ま
い
、
聴
き
逃
す
ま

い
と
、息
を
の
ん
で
没
頭
し
て
い
る
。

満
席
の
会
場
の
隅
々
ま
で
が
、
ほ
と

ん
ど
同
じ
思
い
で
充
溢
し
て
い
る
。

ア
ン
コ
ー
ル
へ
進
み
、
空
気
は
次
第

に
興
奮
の
度
合
い
を
増
し
て
、
４
曲

目
が
終
わ
っ
た
時
に
は
会
場
に
火
が

つ
き
そ
う
な
く
ら
い
熱
気
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
あ
あ
、
来
て
良
か
っ

た
。
聴
け
て
良
か
っ
た
。
一
生
も
の

の
感
動
と
興
奮
。
ア
ン
コ
ー
ル
後
の

　
２
月
号
で
書
い
た「
エ
リ
ソ
・
ヴ
ィ

ル
サ
ラ
ー
ゼ
」
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー

ト
、
行
っ
て
来
ま
し
た
。
感
想
を
書

く
言
葉
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。「
圧

倒
的
な
上
手
さ
」
な
ん
て
も
の
じ
ゃ

な
い
。「
ピ
ア
ノ
演
奏
と
は
こ
う
あ

る
べ
き
」
と
い
う
理
想
が
そ
こ
に
あ

る
。
人
間
業
と
は
思
え
な
い
。
そ
れ

も
71
歳
の
女
性
が
こ
こ
ま
で
。
あ
り

得
な
い
。
本
当
に
言
葉
が
あ
り
ま
せ

一
生
も
の
の
感
動
と
興
奮
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『あかんべノンタン』より ©キヨノサチコ

原書＆赤毛のアン　初版

　
『C

ulC
ul

』
文
芸hiroba

で
、

北
九
州
市
立
文
学
館
は
北
九
州
市
立

松
本
清
張
記
念
館
と
交
代
で
隔
月
連

載
を
し
て
い
ま
す
が
、
実
は
市
民
の

中
に
は
「
文
学
館
？　

そ
ん
な
の
が

あ
る
の
」「
名
前
は
聞
い
た
こ
と
あ

る
け
ど
、
行
っ
た
こ
と
な
い
」
と
い

う
方
が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

そ
ん
な
残
念
な
状
況
を
ど
う
に
か
し

て
打
ち
破
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

平
成
26
年
度
は
、
北
九
州
市
立
文
学

館
を
〝
知
っ
て
い
た
だ
き
〞、
そ
し

て
〝
来
て
い
た
だ
く
〞
た
め
の
魅
力

的
な
特
別
企
画
展
を
用
意
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
第
１
弾
が
、『
モ
ン
ゴ
メ
リ

と
花
子
の
赤
毛
の
ア
ン
展
〜
カ
ナ
ダ

と
日
本
を
つ
な
い
だ
運
命
の
一
冊
』

（
会
期
６
月
14
日
〜
７
月
13
日
）
で

す
。
今
も
世
界
中
の
人
々
に
愛
さ
れ

る
小
説
『
赤
毛
の
ア
ン
』。
原
作
者

の
母
国
で
あ
る
カ
ナ
ダ
に
負
け
な
い

ほ
ど
フ
ァ
ン
が
多
い
日
本
で
す
が
、

こ
の
カ
ナ
ダ
か
ら
や
っ
て
き
た
赤
毛

の
女
の
子
に
息
を
吹
き
込
ん
だ
の
は

翻
訳
家
で
あ
る
村
岡
花
子
で
し
た
。

本
展
覧
会
で
は
、
作
家
と
し
て
、
母

と
し
て
、
牧
師
の
妻
と
し
て
生
き
た

原
作
者
モ
ン
ゴ
メ
リ
と
、
明
治
、
大

正
、
昭
和
の
激
動
の
時
代
を
生
き
て

命
が
け
で
「
ア
ン
」
を
翻
訳
し
た
花

子
、
二
人
の
情
熱
と
生
涯
を
、
日
本

初
公
開
の
貴
重
な
資
料
な
ど
で
紹
介

し
ま
す
。
こ
の
３
月
31
日
か
ら
放
送

さ
れ
る
連
続
テ
レ
ビ
小
説
『
花
子
と

ア
ン
』
と
重
ね
合
わ
せ
て
見
て
も
興

味
深
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

続
く
第
２
弾
は
『
み
ん
な
大
好
き

ノ
ン
タ
ン
展
』（
会
期
７
月
19
日
〜

８
月
31
日
）
で
す
。
例
年
、
文
学
館

で
は
夏
休
み
期
間
中
に
子
ど
も
向
け

の
企
画
展
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
ノ
ン
タ
ン
展
は
そ
の
決
定
版

と
も
い
う
べ
き
も
の
で
す
。
１
９
７

６
年
の
刊
行
以
来
、
子
ど
も
た
ち
に

絶
大
な
人
気
を
誇
る
ノ
ン
タ
ン
絵
本

シ
リ
ー
ズ
の
発
行
部
数
は
、
な
ん
と

累
計
２
９
０
０
万
部
超
。
こ
の
展
覧

会
で
は
、
最
初
の
作
品
で
あ
る
『
ノ

ン
タ
ン
ぶ
ら
ん
こ
の
せ
て
』
か
ら
、

遺
稿
を
元
に
近
年
刊
行
さ
れ
た
『
ノ

ン
タ
ン
ス
プ
ー
ン
た
ん
た
ん
た
ん
』

ま
で
の
作
品
の
原
画
１
４
０
点
に
加

え
、
ラ
フ
ス
ケ
ッ
チ
、
ア
イ
デ
ア

ノ
ー
ト
、
画
材
等
も
あ
わ
せ
て
展
示

し
ま
す
。
惜
し
く
も
２
０
０
８
年
に

逝
去
さ
れ
た
作
者
の
キ
ヨ
ノ
サ
チ
コ

が
ノ
ン
タ
ン
に
込
め
た
思
い
と
そ
の

魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。
展
覧
会
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
ノ
ン
タ
ン
グ
ッ
ズ
の
販
売

も
予
定
し
て
お
り
、
ノ
ン
タ
ン
フ
ァ

ン
必
見
の
展
覧
会
で
す
。

　

そ
し
て
第
３
弾
は
、
が
ら
り
と
趣

を
変
え
て『
宗
左
近
展（
仮
題
）』（
会

期
10
月
25
日
〜
12
月
14
日
）
を
開
催

し
ま
す
。
戸
畑
出
身
で
06
年
に
亡
く

な
っ
た
宗
左
近
は
、
詩
、
小
説
、
美

術
評
論
、
翻
訳
と
幅
広
い
分
野
で
活

躍
し
た
北
九
州
が
誇
る「
知
の
巨
人
」

北九州市立文学館平成26年度特別企画展のご案内

で
す
。
詩
集
『
炎
え
る
母
』
で
の
第

６
回
藤
村
記
念
歴
程
賞
受
賞
な
ど
、

詩
人
と
し
て
名
高
い
ば
か
り
か
、
ゾ

ラ
や
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
な
ど
の
有
名
著

作
を
翻
訳
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
遺
族
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
遺

品
や
遺
稿
な
ど
貴
重
な
資
料
を
用
い

た
展
示
で
、
北
九
州
が
生
ん
だ
偉
大

な
先
人
の
業
績
を
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
ま
す
。

　

以
上
が
、
今
年
度
の
北
九
州
市
立

文
学
館
特
別
企
画
展
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

で
す
が
、
い
ず
れ
の
展
覧
会
も
見
応

え
十
分
な
も
の
に
な
る
と
自
負
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
文
学
館
へ
足
を

運
ん
で
い
た
だ
き
、
存
分
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

米　満　　　寛 Hiroshi Yonemitsu北九州市立文学館　副館長

北九州市小倉北区城内4の1  093(571)1505
【開館時間】（入館は閉館の30分前まで）
午前9時30分～午後6時
【休館日】　月曜日（月曜が休日の場合は翌日）
【入館料】　一般　200円　 中高生　100円  小学生　50円
〈年間パスポート〉一般　400円　 中高生　200円  小学生　100円
※各特別企画展の観覧料等詳細はお問い合せください。

Information
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　「M
A
N
G
A

」
と
い
う
言
葉
が
世

界
で
通
用
す
る
よ
う
に
な
り
、
ク
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
の
波
に
乗
っ
て
、
北
九

州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
来
館
さ

れ
る
海
外
の
方
も
多
く
い
ま
す
。
当

館
に
は
、
戦
後
日
本
の
代
表
的
な
漫

画
作
品
を
並
べ
て
作
風
の
変へ
ん
せ
ん遷

を
紹

介
し
て
い
る
「
漫
画
タ
イ
ム
ト
ン
ネ

ル
」
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
あ
る

日
ア
メ
リ
カ
の
方
か
ら
「『
漫
画
タ

イ
ム
ト
ン
ネ
ル
』
に
、
私
が
と
て
も

影
響
を
受
け
た
『
き
ま
ぐ
れ
オ
レ
ン

ジ
☆
ロ
ー
ド
』が
入
っ
て
い
な
い
が
、

ど
の
よ
う
な
基
準
で
作
品
を
並
べ
て

い
る
の
か
？
」
と
、
お
問
い
合
わ
せ

を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
海

外
の
方
か
ら
の
質
問
に
大
変
驚
い
た

と
同
時
に
、
熱
心
に
漫
画
を
語
る
彼

の
姿
に
、
日
本
の
漫
画
が
海
外
で
こ

ん
な
に
愛
さ
れ
て
い
る
の
だ
、
と
実

感
し
た
出
来
事
で
し
た
。

　
日
本
の
漫
画
が
海
外
で
盛
ん
に
読

ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ア
ジ

ア
で
は
１
９
６
０
年
代
ご
ろ
か
ら
、

欧
米
で
は
２
０
０
０
年
代
か
ら
で

す
。
多
く
の
場
合
、『
ド
ラ
え
も
ん
』

や
『
キ
ャ
ン
デ
ィ
♥
キ
ャ
ン
デ
ィ
』、

『D
RA
G
O
N
 BA
LL

』
な
ど
の
日

本
ア
ニ
メ
の
放
映
が
契
機
と
な
っ

て
、
漫
画
も
各
国
語
に
翻
訳
さ
れ
、

広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
ア
ニ
メ
原
作
の
作
品
は
も
ち
ろ
ん

人
気
で
す
が
、
突
出
し
て
い
る
の
は

「
少
女
漫
画
」
の
人
気
で
す
。
海
外

で
も
「
漫
画
」
に
類
す
る
も
の
は
あ

り
ま
す
。
日
本
で
は
、
各
年
齢
層
、

各
分
野
向
け
に
漫
画
雑
誌
が
出
版
さ

れ
て
い
る
の
で
、
年
齢
や
立
場
が
変

わ
っ
て
も
共
感
で
き
、
ど
の
世
代
で

も
読
み
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
海
外
に
は
子
ど
も
向
け
、
大
人

向
け
の
漫
画
は
あ
っ
て
も
、
思
春
期

の
年
代
に
向
け
た
も
の
は
、
ほ
ぼ
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
海
外
市

場
の
中
で
、
恋
や
進
路
な
ど
ナ
イ
ー

ブ
で
悩
み
多
い
世
代
向
け
の
「
少
女

漫
画
」
は
、
海
外
に
は
な
か
っ
た

ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
、

浸
透
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
影
響

を
受
け
て
、
日
本
ス
タ
イ
ル
の
漫
画

を
自
国
で
描
き
始
め
る
漫
画
家
も
多

く
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
海
外
で
広
ま
っ
た
日
本
の

漫
画
、
翻
訳
さ
れ
た
も
の
を
実
際
に

見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　『
妖
狐
×
僕SS

（
い
ぬ
ぼ
く
シ
ー

ク
レ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
）』
は
、
北
九

州
市
ゆ
か
り
の
作
家
、
藤
原
こ
こ
あ

氏
の
作
品
。
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
（
ボ
デ
ィ
ー･

ガ
ー
ド
）
つ
き
高

漫画
hiroba古　川 　清　香

北九州市漫画ミュージアム　司書
漫画と北九州

Sayaka Furukawa

『妖狐 ×僕ＳＳ』藤原ここあ（スクウェア・エニックス）
後列左から フランス語､中国語、ドイツ語 前列左から 韓国語、日本語、英語

昨年行われた『ガイマン賞 2013』の様子
当館には、邦訳された海外漫画も揃っている

級
マ
ン
シ
ョ
ン
「
メ
ゾ
ン
・
ド
・
章あ

や

樫か
し

」
に
集
う
、
妖
怪
の
先
祖
返
り
の

人
間
で
あ
る
住
人
と
シ
ー
ク
レ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
達
が
繰
り
広
げ
る
ラ
ブ
コ

メ
デ
ィ
で
、
ア
ニ
メ
化
も
さ
れ
ま
し

た
。
当
館
で
は
、
日
本
語
・
中
国
語

（
台
湾
）・
韓
国
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・

ド
イ
ツ
語
・
英
語
の
６
ヶ
国
語
版
を

所
蔵
し
て
い
ま
す
（
写
真
）。
表
紙

を
開
く
と
、
日
本
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
外
国
語
を
話
す
、
と
い
う
不
思
議

な
感
覚
に
陥
り
ま
す
。
興
味
深
い
の

が
「
オ

※

ノ
マ
ト
ペ
」。
例
え
ば
、
ド

ア
を
開
け
る
音
「
ガ
チ
ャ
」
を
各
国

語
で
表
す
と
、
中
国
語
は
「
喀
鏘
」、

韓
国
語
は
「

」、
フ
ラ
ン
ス
語
は

「TSAC

」、
ド
イ
ツ
語
は
「K

LIC
K

」、

英
語
は
「K

A
C
H
K

」
と
描
か
れ
て

い
ま
す
。
他
に
も
、
コ
マ
や
セ
リ
フ

を
読
む
順
番
を
解
説
し
て
い
る
ペ
ー

※
　
擬
音
語
と
擬
態
語
の
総
称
。

ジ
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
右
開
き
の
日

本
の
書
籍
に
不
慣
れ
な
、
横
書
き
文

化
の
国
で
は
、
左
開
き
の
最
初
の

ペ
ー
ジ
に
反
対
側
か
ら
読
む
よ
う
誘

導
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
日

本
で
の
当
た
り
前
が
海
外
で
は
違
う

の
だ
、
と
改
め
て
感
じ
ま
す
。

　
当
館
は
、
日
本
漫
画
の
外
国
語
版

の
み
な
ら
ず
、
海
外
漫
画
の
邦
訳
版

も
あ
り
ま
す
し
、
海
外
の
漫
画
家
に

よ
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
や
交
流
会
な

ど
も
行
わ
れ
る
機
会
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
漫
画
を
介
し
て
の
国
際
交
流

の
輪
が
、
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
け

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

【常設展示入館料】
一　般　400円（320円）　　中高生　200円（160円） 
小学生　100円（80円）　  　小学生未満　無料
※（　）内は団体料金
【開館時間】
午前11時～午後７時（入館は午後６時30分まで）
※毎週火曜日（休日の場合はその翌日）休館
【お問合せ】 
北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077

Information

　
漫
画
を
介
し
て
の
国
際
交
流
の
輪
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し
て
カ
フ
ェ
バ
ー
が
併
設
さ
れ
て
い

る
（
写
真
４
）
の
で
、
様
々
な
表
現

者
や
専
門
家
が
出
入
り
し
て
は

日
々
、
芸
術
談
議
に
花
を
開
か
せ
、

そ
の
化
学
反
応
の
中
か
ら
新
た
な
価

値
が
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
街
場
で
の
出
会
い
や
対
話
を

通
じ
て
表
現
者
た
ち
に
新
た
な
ア
イ

デ
ィ
ア
や
活
力
が
も
た
ら
さ
れ
、
そ

の
総
体
と
し
て
街
の
文
化
が
活
気
づ

い
て
い
き
ま
す
。

　
先
の
２
月
14
日
に
福
岡
ア
ジ
ア
美

術
館
で
行
わ
れ
た
ト
ー
ク
「
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
ラ
ン
・
ス
ペ
ー
ス
の
い

ま
」
で
は
中
国
・
重
チ
ョ
ン
チ
ン慶の

オ
ル
ガ
ン
ハ

ウ
ス
と
福
岡
・
北
九
州
のG

ALLERY 
SO
A
P

の
活
動
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
規
模
や
活
動
内
容
は

異
な
る
も
の
の
、
両
者
と
も
に
作
品

展
示
そ
の
も
の
よ
り
も
人
々
の
交
流

や
対
話
を
重
要
視
し
て
い
る
点
で
共

通
し
て
い
ま
し
た
。

　
い
ま
重
慶
の
オ
ル
ガ
ン
ハ
ウ
ス
の

美術
hiroba 花　田　伸　一

北九州アートめぐり
キュレーター

Shinichi Hanada

写真1　GALLERY SOAP 外観

写真2　美術展の様子：『第四回北九州国際ビエンナーレ』2013年

写真3　音楽イベントの様子：
「ANTENA IN YOU2」ライヴ、2013年

アーティスト・ラン・スペース
「GALLERY SOAP」
――アートが生まれる場

企
業
の
施
設
で
は
あ
ま
り
取
り
上
げ

ら
れ
な
い
よ
う
な
、
実
験
的
か
つ
先

進
的
な
表
現
や
、
新
進
作
家
の
意
欲

的
な
表
現
な
ど
が
積
極
的
に
紹
介
さ

れ
ま
す
。

　
福
岡
県
内
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ラ

ン
・
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
は
、IA

F 
SH
O
P*

（
福
岡
市
）、art space 

tetra

（
福
岡
市
）、Studio Kura

（
糸

島
市
）、
コ
メ
グ
ラ
（
田
川
市
）、

ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
千
代
福
（
久
留
米

市
）、
共
星
の
里
（
朝
倉
市
）
な
ど

が
あ
り
、
北
九
州
市
で
は
小
倉
の

G
A
LLERY SO

A
P

（
写
真
１
）

が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　G
A
LLERY SO

A
P 

で
は
美
術

展
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
音
楽
イ
ベ

ン
ト
や
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
等
も
よ
く

行
わ
れ
ま
す
（
写
真
２
、
３
）。
そ

　
私
た
ち
が
美
術
作
品
に
触
れ
る
と

い
う
場
合
、
通
常
は
美
術
館
や
ギ
ャ

ラ
リ
ー
へ
足
を
運
ん
で
静
か
に
展
覧

会
を
鑑
賞
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
思
い
起

こ
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
に
は
一

定
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
備
え
、
す
で
に

評
価
の
定
ま
っ
た
作
品
た
ち
が
並
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
発
展
途
上
の
ま
だ

見
ぬ
才
能
を
取
り
上
げ
た
い
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
達
が
あ
ま
り
制
約
さ
れ
ず

に
自
由
に
発
表
で
き
る
場
が
ほ
し
い

等
の
理
由
か
ら
、
美
術
館
や
ギ
ャ
ラ

リ
ー
と
は
別
に
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・

ラ
ン
・
ス
ペ
ー
ス
」
と
呼
ば
れ
る
場

所
が
世
界
各
地
に
存
在
し
ま
す
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
自
ら
立
ち
上
げ
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
（
運
営
）
す
る
ス
ペ
ー

ス
の
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
は
行
政
・

写真4　GALLERY SOAP 内のカフェバー

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
展
示
がG

ALLERY 
SO
A
P

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
あ

な
た
も
新
た
な
ア
ー
ト
が
生
ま
れ
る

現
場
に
立
ち
会
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

GALLERY SOAP
小倉北区鍛冶町1の8の23 2F　093（551）5522
※毎週月曜日休　　　http://g-soap.jp/

《４月のイベント》
「RED LINE展」（中国アーティスト5名による現代美術展）
【日時】～4月26日　金曜日・土曜日・日曜日　午後２時～同７時

「アントン、猫、クリ」演劇公演
【日時】4月20日（日）　午後１時45分開場　同２時開演 
【入場料】前売・当日　2500円（1ドリンク付）

Information
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『軍師の境遇』（角川文庫）

『高校殺人事件』（光文社文庫）

『軍師の境遇』（河出文庫）

　
さ
て
、『
軍
師
の
境
遇
』
は
高
校

生
向
け
の
作
品
の
た
め
か
、
主
君
の

姫
様
と
の
淡
い
恋
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

や
、
土
牢
に
一
年
押
し
こ
め
ら
れ
、

足
に
障
害
の
残
っ
た
官
兵
衛
に
秀
吉

が
〈
無
二
の
友
情
の
よ
う
な
真
心
〉

で
言
葉
を
か
け
る
様
な
ど
が
書
か
れ

て
い
る
。〈
心
の
間
に
は
、
紙
ほ
ど

の
す
き
ま
も
な
か
っ
た
〉
主
従
二
人

の
信
頼
関
係
の
温
か
い
描
写
な
ど
も

織
り
こ
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

秀
吉
が
官
兵
衛
の
〈
智
謀
の
広
さ
と

深
さ
〉
を
怖
れ
警
戒
す
る
よ
う
に

な
っ
て
―
―《
軍
師
・
官
兵
衛
》は〈
不

運
な
武
将
〉
で
あ
っ
た
と
の
ラ
ス
ト

は
、
人
間
観
察
が
み
ご
と
で
す
。
大

河
ド
ラ
マ
と
併
せ
て
、
こ
の
機
会
に

『
軍
師
の
境
遇
』（
角
川
文
庫
と
河
出

文
庫
か
ら
文
庫
本
が
出
版
）
か
ら
読

ま
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
※

　
ほ
か
に
、
55
年
４
月
、『
世
界
伝
記

全
集
19

　
徳
川
家
康
』（
大
日
本
雄
弁

会
講
談
社
）
を
書
き
下
ろ
し
ま
す
。

竹
千
代
時
代
の
そ
の
苦
労
が
、

家
康
の
人
生
修
行
に
ど
れ
だ
け

役
だ
っ
た
か
し
れ
な
い
。（
中
略
）

人
間
は
苦
労
に
負
け
て
は
な
ら
な

い
。 

（「
解
説
」
82
年
記
）

　
と
、
少
年
少
女
の
読
者
へ
の
教
え

を
物
語
に
こ
め
ま
す
。『
徳
川
家
康
』

（「
五
・
六
年
の
学
習
」）
の
《
作
者

の
言
葉
》
も
同
じ
内
容
で
す
。
お
そ

ら
く
清
張
自
身
の
小
倉
時
代
の
苦

労
、
努
力
・
独
学
の
生
活
に
重
ね
て

の
思
い
で
し
ょ
う
。
同
じ
こ
ろ
同
じ

学
習
雑
誌
に
、
清
張
は
そ
の
思
い
を

エ
ッ
セ
イ
に
も
書
い
て
い
ま
す
。

私
を
作
家
に
し
た
も
の
は
、
経
済

的
に
極
度
に
貧
し
い
中
で
、
読
書

を
続
け
て
き
た
、
少
年
の
こ
ろ
の

努
力
で
あ
る
。

  

「
読
書
に
目
を
開
く
」

（
努
力
せ
よ
！
　
才
能
の

花
は
開
く
―
私
の
修
行
時

代
）１
９
５
９
年
７
月「
中

学
コ
ー
ス
」

　
だ
か
ら
、君
た
ち
も
「
努
力
せ
よ
」

と
厳
し
く
、
や
さ
し
さ
を
内
に
こ
め

て
、
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
若
い
こ
ろ
に
〝
情
熱
〞
を
燃

や
す
大
切
さ
を
、
別
の
文
章
「
独

学
ま
た
独
学
」（
わ
が
十
代
の
〝
情

熱
〞１
９
５
９
年
７
月
　「
高
校
コ
ー

ス
」）
で
教
え
て
い
る
の
で
す
。

　
最
後
の
「
高
校
殺
人
事
件
」
は
、

清
張
作
品
と
し
て
唯
一
の
青
春
推
理

小
説
で
す
。
高
校
生
が
力
を
合
わ
せ

て
、
仲
間
を
殺
し
た
真
犯
人
を
探
偵

す
る
物
語
で
す
。
殺
人
に
は
戦
争

の
影
も
さ
し
て
い
ま
す
。《
中
高
生

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
》
の
課
題

図
書
で
、
最
優
秀
賞
を
と
っ
た
高
校

二
年
生
は
、〈
彼
ら
の
青
春
時
代
は
、

い
つ
も
仲
間
が
顔
を
寄
せ
合
っ
て
お

努
力
せ
よ
！
　
と
厳
し
く
、
や
さ
し
く

　『
軍
師
の
境
遇
』
と
い
う
歴
史
小

説
が
あ
り
ま
す
。
さ
て
、
こ
の
「
軍

師
」
と
は
誰
の
こ
と
で
し
ょ
う
？
　

そ
う
、
現
在
、
好
評
放
映
中
の
大
河

ド
ラ
マ
の
主
人
公
、
黒
田
官
兵
衛
孝

高
（
如
水
）
の
こ
と
で
す
。
次
は
難

し
い
質
問
で
す
。『
軍
師
の
境
遇
』

が
連
載
さ
れ
た
雑
誌
は
何
だ
っ
た
で

し
ょ
う
？
　
答
え
は
、
意
外
や
、「
高

校
コ
ー
ス
」。
松
本
清
張
に
は
学
習

雑
誌
な
ど
に
連
載
し
た
作
品
群
が
あ

る
の
で
す
。

 『
武
田
信
玄
』（
改
題『
決
戦
川
中
島
』）

１
９
５
４
年
５
月
〜
55
年
３
月
　

「
中
学
コ
ー
ス
」

 『
黒
田
如
水
』（
改
題『
軍
師
の
境
遇
』）

１
９
５
６
年
４
月
〜
57
年
３
月
　

「
高
校
コ
ー
ス
」

 『
徳
川
家
康
』

１
９
５
６
年
７
月
〜
57
年
９
月
　

「
五
・
六
年
の
学
習
」

 『
い
た
ち
党
』

１
９
５
７
年
３
月
14
日
〜
９
月
５

日 「
朝
日
新
聞
ジ
ュ
ニ
ア
版
」

 『
山
中
鹿
之
助
』

１
９
５
７
年
４
月
〜
58
年
３
月 

「
中
学
生
の
友
３
年
」

 『
赤
い
月
』（
改
題『
高
校
殺
人
事
件
』）

１
９
５
９
年
11
月
〜
60
年
６
月
　

「
高
校
上
級
コ
ー
ス
」

文芸

北九州市立松本清張記念館
北九州市小倉北区城内2の3
093(582)2761
【観覧料】 ※（　）内は団体料金
一般　　　500円 （400円） 
年長者利用証提示：400円
中・高生　300円 （240円） 
小学生　　200円 （160円） 
【開館時間】（入館は午後5時30分まで)
午前9時30分～午後6時

Information

hiroba 中　川　里　志
北九州市立松本清張記念館　学芸担当主任

Satoshi Nakagawa

清張アラカルト

り
、
読
ん
で
い
て
も
心
の
ぬ
く
も
り

や
強
い
連
帯
感
を
感
じ
た
〉
と
し
っ

か
り
と
時
代
を
読
み
、〈
何
よ
り
も

清
張
は
、
高
校
時
代
真
っ
た
だ
中
の

読
者
達
に
向
け
て
、〝
正
義
を
求
め

よ
〞〝
心
の
強
さ
を
持
て
〞
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
こ
の
作
品
に
込
め
た

の
だ
ろ
う
〉
と
、
目
か
ら
鱗
が
お
ち

る
よ
う
な
新
鮮
な
感
想
を
書
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
文
庫
（
光
文
社
）
が
出

て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
作
品
か
ら
読

ま
れ
る
の
も
一
興
、
必
ず
や
一
味

違
っ
た
清
張
小
説
の
世
界
が
ひ
ら
け

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

※
　『
軍
師
の
境
遇
』
は
記
念
館
主
催
《
中
高
生
読
書

感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
》
の
平
成
二
十
六
年
度
課
題
図

書
で
す
。
面
白
け
れ
ば
、
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
に

薦
め
て
く
だ
さ
い
。
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主
宰
で
、
ダ
ン
サ
ー
、
振
付
家
、
指

導
者
と
し
て
国
際
的
に
活
躍
中
の
小

池
陽
子
と
の
共
同
企
画
。
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
枝
光
に
滞
在
し
、
地
元
の
人

た
ち
と
共
に
創
作
活
動
を
行
う
イ
ベ

ン
ト
だ
。

　
参
加
者
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
共
に

商
店
街
の
人
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

い
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
経
て
、
街

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
作
品
を
創
る
。
お

披
露
目
の
仕
方
も
、
商
店
街
の
中
で

の
『
商
店
街
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
』
と

ア
イ
ア
ン
シ
ア
タ
ー
内
で
の
『
シ
ア

タ
ー
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
』
と
２
種
類

用
意
さ
れ
て
お
り
、
野
外
と
劇
場
、

二
つ
の
異
な
っ
た
空
間
を
楽
し
め
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　
ア
イ
ア
ン
シ
ア
タ
ー
で
は
こ
れ
ま

で
も
枝
光
の
商
店
街
と
タ
ッ
グ
を
組

ん
だ
企
画
を
数
多
く
実
現
さ
せ
て
き

た
が
、
今
回
も
商
店
街
の
空
気
を
存

分
に
楽
し
め
る
構
成
だ
。

　
二
つ
目
の
イ
ベ
ン
ト
は
「
北
九
州

演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
一
つ
『
ま
ち
小
屋
!!
京
町
〜

み
ん
な
で
遊
ぼ
う
　
京
町
テ
ー
マ

パ
ー
ク
〜
』
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
小

倉
北
区
京
町
商
店
街
が
舞
台
。
サ
ブ

タ
イ
ト
ル
に
あ
る
よ
う
に
、
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
期
間
中
、
商
店
街
内
の
空

き
店
舗
に
開
設
さ
れ
る
「
ま
ち
小
屋

　
今
回
は
、
２
月
か
ら
３
月
に
か
け

て
行
わ
れ
た
、
興
味
深
い
劇
的
イ
ベ

ン
ト
を
二
つ
ご
紹
介
し
た
い
。
共
通

す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
商
店
街
」
と

「
ダ
ン
ス
」。

　
一
つ
は
枝
光
本
町
商
店
街
ア
イ
ア

ン
シ
ア
タ
ー
で
行
わ
れ
た
『
勝
手
に

来
や
が
れ
　
踊
る
商
店
街
』
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
ア
イ
ア
ン
シ
ア
タ
ー

と
、
山
海
塾
に
所
属
し
、
ま
た
、
若

手
表
現
者
の
育
成
や
ク
リ
エ
ー
タ
ー

支
援
を
行
う
団
体
「D

EV
IA
T
E.

C
O

」
の
代
表
も
務
め
る
石
井
則
仁
、

そ
し
て
、「Saitam

a C
ity Ballet

」

演劇
hiroba おおつか えみこ

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

Emiko Otsuka

『勝手に来やがれ　踊る商店街』募集チラシ

『まち小屋 !! 京町』プロデューサー　今村貴子

「
商
店
街
」
と
「
ダ
ン
ス
」

‼
京
町
」
を
拠
点
と
し
て
、
遊
園
地

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
感
覚
で
商
店
街

を
楽
し
も
う
と
い
う
企
画
だ
。
企
画

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
北
九
州
で
活

躍
す
る
ダ
ン
サ
ー
の
今
村
貴
子
。

　
設
定
金
額
以
上
の
買
い
物
を
す
る

と
、
お
店
の
人
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
ダ
ン

ス
を
踊
っ
て
く
れ
る
『
お
買
い
上
げ

あ
り
が
と
うD

A
N
C
E

〜
不
器
用

だ
け
ど
、
伝
え
た
い
〜
』
や
、
商
店

街
内
で
列
を
作
っ
て
踊
り
な
が
ら
町

の
風
景
を
楽
し
も
う
と
い
う
『
ジ
ェ

ン
ガ
タ
ク
シ
ー
』
な
ど
。
日
常
的
な

風
景
を
ダ
ン
ス
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー

を
通
し
て
非
日
常
に
し
て
し
ま
う
可

愛
ら
し
い
仕
掛
け
が
満
載
だ
。

　
平
成
24
年
度
か
ら
中
学
校
で
必
修

化
さ
れ
た
「
ダ
ン
ス
」。
と
も
す
れ

ば
、
振
付
を
覚
え
て
正
確
に
な
ぞ
ら

な
く
て
は
、
と
思
い
が
ち
だ
が
、
上

記
二
つ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
そ
ん
な

正
解
不
正
解
を
求
め
る
姿
勢
は
一
切

な
い
。
要
は
「
踊
り
た
く
な
る
気
持

ち
」
が
大
事
な
の
だ
。
関
わ
っ
た
人

が
す
べ
て
素
敵
な
ダ
ン
サ
ー
に
な
れ

る
、
非
常
に
演
劇
的
な
イ
ベ
ン
ト
で

あ
っ
た
と
思
う
。

　
さ
て
、
最
後
に
、
キ
ー
ワ
ー
ド
の

一
つ
「
商
店
街
」
に
ま
つ
わ
る
劇
的

イ
ベ
ン
ト
を
も
う
一
つ
。
南
曽
根
、

小
嶺
、
中
島
、
南
小
倉
、
黒
崎
、
山

王
、
菅
生
の
７
館
の
児
童
館
が
協
働

で
実
施
し
た
『
商
店
街
で
お
ば
け
や

し
き
〜
ス
ズ
コ
を
探
し
て
』（
２
月

15
日
・
16
日
）
だ
。
こ
れ
は
、
子
ど

も
の
た
め
の
児
童
館
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
協

働
事
業
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ど
ん
ど
こ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

K
ID
's w
ork

」
の
事
業
。
八
幡
西

区
黒
崎
熊
手
銀
天
街
の
空
き
店
舗
に

児
童
館
の
子
ど
も
た
ち
が
企
画
制
作

し
た
お
化
け
屋
敷
を
創
っ
た
。
事
前

準
備
と
し
て
、
地
元
劇
団
に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
怖
い
と
い
う

気
持
ち
が
ど
の
よ
う
に
し
て
起
こ
る

か
を
考
え
、
劇
作
家
の
書
き
下
ろ
し

た
物
語
に
沿
っ
て
お
化
け
屋
敷
の
中

を
考
え
た
り
、
演
出
家
の
演
技
指
導

の
下
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ム
ー
ビ
ー
を

撮
影
し
た
り
と
、
非
常
に
演
劇
的
な

イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

　
人
と
人
が
行
き
か
う
「
商
店
街
」

は
そ
れ
だ
け
で
物
語
を
含
ん
で
い

る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
演
劇
人
が
か

ら
む
こ
と
で
よ
り
面
白
い
空
間
に
な

る
。
次
は
ど
こ
の
商
店
街
で
劇
的
な

こ
と
が
起
こ
る
の
だ
ろ
う
。
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図①　畑中純『まんだら屋の良太』

図②　畑中純『ガキ』

図③　畑中純／宮沢賢治『どんぐりと山猫』

（
図
②
、
95
〜
97
年
）
で
は
、
紫
川

の
上
流
で
虫
取
り
や
川
遊
び
に
興
ず

る
さ
ま
を
伸
び
や
か
に
描
き
ま
し
た
。

畑
中
が
、
人
間
の
不
条
理
が
渦
巻
く

街
と
、
美
し
い
自
然
と
の
間
に
、
九

鬼
谷
温
泉
と
い
う
桃
源
郷
を
作
り
出

し
た
の
は
、
北
九
州
な
ら
で
は
の
発

想
だ
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
加
え
て
、
二
人
の
文
学
者
か
ら
の

影
響
を
挙
げ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

ず
、
伊
藤
整せ
い

。「
生
命
の
発
露
」
の

追
求
を
小
説
の
核
に
据
え
る
伊
藤
整

の
小
説
論
が
、
畑
中
漫
画
の
基
礎
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
宮
沢
賢

治
。
青
年
期
、
心
の
支
え
と
し
て
賢

治
の
作
品
を
読
み
込
み
続
け
、
や
が

て
そ
れ
を
モ
チ
ー
フ
に
版
画
を
手
が

け
て
い
き
ま
す
（
図
③
、『
ど
ん
ぐ

り
と
山
猫
』
97
年
）。
人
間
の
欲
望

や
だ
ら
し
な
さ
を
、
あ
る
が
ま
ま
に

受
け
止
め
て
く
れ
る
、
畑
中
版
イ※

１

ー

ハ
ト
ー
ブ
が
、
九
鬼
谷
温
泉
と
い
う

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
た
び
開
催
す
る
「
畑
中
純

展
」（
４
月
26
日
〜
６
月
22
日
）
で

　
人
の
世
界
で
あ
る
里
と
、
神
の
世

界
で
あ
る
山
の
中
間
に
、
聖
と
俗
が

溶
け
合
い
、
善
と
悪
が
な
い
ま
ぜ
に

な
る
桃
源
郷
が
あ
る
―
―
―
畑
中
が

描
い
た
九
鬼
谷
に
は
、
そ
う
い
っ
た

山
岳
信
仰
や
神
仙
思
想
の
影
響
を
見

て
取
れ
ま
す
が
、
最
も
強
く
影
響
を

与
え
て
い
る
の
は
北
九
州
の
風
土
で

し
ょ
う
。

　
八
幡
を
中
心
と
し
た
大
工
業
地
帯

や
国
際
港
門
司
を
擁
し
、
明
治
以

来
、
膨
大
な
人
と
物
と
金
が
北
九
州

の
街
を
往
来
し
ま
し
た
。
労
働
者
た

ち
を
顧
客
と
し
て
大
衆
娯
楽
産
業
も

花
開
き
、
そ
こ
に
は
光
も
あ
れ
ば
闇

も
あ
り
ま
す
。
欲
望
、
虚
栄
、
裏
切

り
…
人
間
が
社
会
を
形
作
る
限
り
必

ず
生
ま
れ
て
く
る
様
々
な
不
条
理

が
、
街
に
は
渦
巻
い
て
い
ま
す
。

　
た
だ
北
九
州
の
場
合
、
東
京
や
大

阪
な
ど
他
の
大
都
市
と
は
異
な
り
、

街
を
少
し
離
れ
る
と
そ
こ
に
は
、
山
・

川
・
海
と
豊
か
な
自
然
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
畑
中
が
幼
少
期
の
体
験
を

織
り
込
ん
で
描
い
た
作
品
『
ガ
キ
』

　
北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

は
、
50
名
以
上
に
も
お
よ
ぶ
北
九
州

市
ゆ
か
り
の
漫
画
家
の
業
績
を
紹
介

す
べ
く
、
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
多
彩

な
顔
ぶ
れ
の
中
で
も
、
作
品
に
北
九

州
を
も
っ
と
も
濃
密
に
描
い
た
の

は
、
畑
中
純
（
１
９
５
０
〜
２
０
１

２
）
を
お
い
て
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
代
表
作
『
ま
ん
だ
ら
屋
の
良
太
』

（
図
①
、
79
〜
89
年
）
は
、
山
あ
い

の
架
空
の
温
泉
郷
「
九く

鬼き

谷た
に

温
泉
」

が
舞
台
で
す
。
街
か
ら
逃
が
れ
て
谷

を
訪
れ
た
、
す
ね
に
傷
持
つ
人
々

が
、
豊
か
な
自
然
と
湯
煙
と
人
懐
っ

こ
い
谷
の
住
民
た
ち
に
ほ
だ
さ
れ

て
、
自
分
を
さ
ら
け
出
し
て
い
く
。

た
だ
し
多
く
の
場
合
、
背
負
っ
た
問

題
は
解
決
し
な
い
し
、
本
人
も
別
に

改
心
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

谷
は
、
訳
あ
り
の
人
々
を
た
だ
あ
る

が
ま
ま
に
受
け
入
れ
、
居
場
所
を
与

え
て
く
れ
る
の
で
す
。

北九州市漫画ミュージアム12

Information

表　　智　之専門研究員 Tomoyuki Omote

は
、
漫
画
原
稿
だ
け
で
な
く
、
版
画

や
そ
の
版
木
、
新
人
時
代
の
ペ
ン
画

や
油
絵
な
ど
、
畑
中
の
画
業
の
全
体

像
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
作
画

の
参
考
に
み
ず
か
ら
撮
影
し
た
風
景

写
真
や
作
画
道
具
な
ど
、
創
作
の
舞

台
裏
に
迫
る
資
料
も
多
数
展
示
す
る

予
定
で
す
。
北
九
州
と
い
う
街
の
息

吹
が
、
ど
の
よ
う
に
作
品
へ
と
昇※

２

華

さ
れ
て
い
く
の
か
、
ぜ
ひ
感
じ
取
っ

て
く
だ
さ
い
。

【開催期間】4月26日(土)～6月22日(日)
【会場】北九州市漫画ミュージアム
【開館時間】午前11時～午後７時（入館は午後６時30分まで）
※毎週火曜日休館
（４月29日・５月6日は開館、５月7日は振替休館）

【入館料】一般300円　中高生150円　小学生100円
<常設展とのセット券>
一般600円　中高生300円　小学生150円
【お問合せ】北九州市漫画ミュージアム
093(512)5077

※
１
　
宮
沢
賢
治
に
よ
る
造
語
で
、
心
象
世
界
中
に
あ

　
　
　
る
理
想
郷
を
指
す
言
葉
。

※
２
　
情
念
な
ど
が
よ
り
純
粋
な
、
よ
り
高
度
な
状
態

　
　
　
に
高
め
ら
れ
る
こ
と
。
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